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ルスゲノムを安定化させる。感染初期において C タンパク質が新規 vRNP 形成に影響をあたえている可







vRNP だけでは転写の鋳型量が不十分であり、少量の複製を行うことで転写の鋳型となる新規 vRNP を増
加させ転写を促進すると考えられる。さらに、C タンパク質は、N タンパク質とウイルスゲノムとの結
合を促進することで、転写の鋳型となる vRNP 形成を促し、結果的に転写量を増大させている可能性が










assay で RNA 転写量を測定し、免疫沈降法、RIP assay 等により C タンパク質とウイルス因子との結合
状態を検討した。その結果、C タンパク質は感染初期においてウイルス RNA の転写量を高めること、C




 麻疹ウイルス RNA 合成における C タンパク質の機能とそのメカニズムの一端を明らかにしたもので、
麻疹ウイルス増殖の分子メカニズムの全容を解明するうえで重要な知見をもたらした研究である。 
 
 
平成２７年１０月２６日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定
した。 
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よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
